
此花区医師会 医介連携の窓 Ｎｏ．５        令和２(2020)年４月 

＜此花区在宅医療・介護連携相談支援室 電話 080-4702-1960＞ 

  

①会内活動 ～(多職種の)顔の見える化・(支援室の)プラットホーム化を目指して～ 

◆「此花区在宅医療・介護連携相談支援室相談」(相談無料)：随時(主に電話相談) 

３月１８日～４月１５日の間、３件あり、医療機関の情報提供などを行いました。なお、新型コ

ロナウイルスによる「緊急事態宣言」の発令により、大阪市健康局の要請に基づき、コーディ

ネーターは、５月６日迄概ね在宅勤務とされましたので、お知らせいたします。 

◆緊急「新型コロナウイルス感染防止対策等に関するアンケート調査」：回答率７８．６％ 

４月７日～４月９日に実施しました。職員の方の受付対応では、手洗い・うがい・アルコール

消毒はもちろん、手袋着用が１３．６％ありました。一方、診察室では、ゴーグル着用が１５．

９％ありました。物品(マスク・消毒液・防護服等)は足りていないが、６５．９％ありましたが、マ

スクに関しては、布製にしている、ガーゼ等をあてている、手作りしている、キッチンペーパー

マスクの使用などの工夫をしているが約半数に上りました。患者数に関しては、約８割の医療

機関で減っているとの回答がありました。最後に、感じていること・思っていることでは、大阪

市保健所にある「新型コロナ受診相談センター」(帰国者・接触者相談センター)に対する意見や

要望、実情報告、ＰＣＲ検査に対する意見等が多く寄せられました。 

②お知らせ ～日本医師会「介護保険担当理事連絡協議会」(テレビ会議)～(於・日本医師会館) 

◎３月４日(水)には、標記協議会が開催されました。厚生労働省担当官から、日本の人口変

化・社会保障制度の変遷、介護保険制度の今後の動向に関する講演があるとともに、江澤

常任理事からは、ＡＣＰの普及啓発はじめ、地域包括ケアシステム推進のための方策等が

縷々説明され、地域医師会・かかりつけ医との協働体制構築の重要性が強調されました。 

③トピックス ～新型コロナウイルスと任意後見制度(任意後見契約に関する法律)～ 

☆大阪市乳幼児健康診査事業の対応：大阪市こども青少年局から今般、新型コロナウイルス 

への対応として、乳幼児の健康診査について、１歳６か月児と３歳児は延期、３か月児は、 

今まで以上の感染防止策を講じた上で実施との通達を出されました。 

☆新型コロナウイルス関連チラシ：厚生労働省・経済産業省から、新型コロナウイルス感 

染防止のため、３密(密閉空間・密集場所・密接場面)を避けるためのチラシや、共同で使う物品 

(食器・手すり・ドアノブ等)の消毒方法、更には、市販の塩素系漂白剤を使った次亜塩素酸ナト 

リウム液の作り方のチラシ(次頁)が発出されました。 

☆成年後見制度２：成年後見制度は、民法改正により、介護保険制度と同時に、2000(平成 

１２)年にスタートしました。その後、超高齢化の進行に伴い、成年後見制度の利用促進に関 

する法律が、2016(平成２８)年５月施行され、成年後見制度利用促進計画が策定されまし 

た。また、2018(平成３０)年６月には、厚生労働省成年後見制度利用促進専門家会議が 

設置され、制度の更なる利用促進のための種々の検討が行われ、今年３月には、「成年後 

見制度利用促進基本計画に係る中間検証報告書」が出されました。これには、特に、本人 

が元気なうちに決める「任意後見制度」(契約)の利用拡大が求められています。 
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